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平成２４年２月１日発行 

 第11号（隔月）発行 

回 覧 芸濃総合支所地域振興課 

芸濃町椋本6141-1 

☏266-2517 

 住民基本台帳  ６５歳以上人口  高齢化率

（％） 

   

前月との増減 

住民基本台帳 

地区 男 女 計 世帯数 男 女 計 人口 世帯数 

椋本 2,078 2,135 4,213 1,619 412 543 955 ２２．２ 4 1 

明 907 996 1,903 647 216 299 515 ２６．７ 3 2 

安西 687 724 1,411 502 201 258 459 ３１．９ △1 △1 

雲林院 507 546 1,053 431 151 211 362 ３４．０ △5 △2 

河内 37 34 71 35 19 19 38 ５３．５ △1 △1 

計 4,216 4,435 8,651 3,234 999 1,330 2,329 ２６．５ 0 △1 

芸濃地域の人口と高齢化率（平成２４年１月１日現在：住民基本台帳） 

参考 津市の高齢化率  24.6％（総務省：平成22年住民基本台帳年齢別人口から 平成23年3月31日現在） 

   三重県の高齢化率 24.1％（                         〃                                   ） 

   日本の高齢化率  22.7％（                         〃                                   ） 

『
素
敵
な
げ
い
の
う
人
！
』 

～
藤
崎 

暖
乃

の

ん

の

さ
ん
～ 

第
三
回
目
と
な
る
『
素
敵
な
げ
い
の
う
人
』
。
今
回
は
、
芸
濃
の
Ｙ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ａ
ち
ゃ
ん
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。 

暖
乃
さ
ん
は
、
芸
濃
中
学
校
に
通
う
中
学
二
年
生
。
小
柄
で
笑
顔
が
素
敵
な
女
の
子
。
と
こ

ろ
が
、
そ
の
外
見
と
は
裏
腹
に
凄
い
中
学
生
で
し
た
。 

柔
道
は
幼
稚
園
の
年
長
か
ら
お
父
さ
ん
の
勧
め
で
芸
濃
柔
道
ク
ラ
ブ
に
入
り
、
道
場
以
外
で

も
、
お
父
さ
ん
と
二
人
三
脚
で
練
習
を
重
ね
、
特
に
打
ち
込
み
練
習
は
、
家
の
畳
に
穴
が
あ
く

ほ
ど
。
厳
し
い
練
習
に
、
そ
れ
を
見
守
る
お
母
さ
ん
は
と
て
も
辛
か
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
辛

い
練
習
を
経
て
、
数
々
の
優
秀
な
戦
績
を
納
め
、
中
学
入
学
以
来
、
三
重
県
下
で
は
負
け
無

し
。
特
に
十
二
月
か
ら
は
長
野
県
、
愛
知
県
、
大
阪
府
で
行
わ
れ
る
合
宿
・
試
合
に
参
加
し
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
伺
っ
た
日
も
亀
山
高
校
の
練
習
に
参
加
し
た
帰
り
だ
っ
た
よ
う
で
、
柔
道
が

生
活
の
中
心
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

現
在
、
ジ
ュ
ニ
ア
の
最
軽
量
が
四
十
四
㌔
以
下
な
の
で
す
が
、
一
年
生
の
時
の
体
重
は
十
㌔

も
軽
く
、
今
も
ま
だ
七
㌔
軽
い
そ
う
で
す
。
と
て
も
大
き
な
ハ
ン
デ
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
成
長

期
。
今
後
が
楽
し
み
で
す
。
因
み
に
好
き
な
食
べ
物
は
、
カ
ニ
と
ヨ
ー
グ
ル
ト
。
嫌
い
な
食
べ

物
は
、
セ
ロ
リ
と
大
き
め
の
ト
マ
ト
だ
そ
う
で
す
。 

夢
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
世
界
柔
道
選
手
権
出
場
。
「
芸
濃
柔
道
ク
ラ
ブ
で
学
ん
だ
『
基
本
』

を
大
切
に
頑
張
り
た
い
で
す
。
」
と
語
る
暖
乃
さ
ん
。 

こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

藤
崎
暖
乃
さ
ん
の
主
な
戦
績 

平
成
二
十
年
度 

・
第
五
回
全
国
小
学
生
学
年
別
柔
道
大
会
三
重
県
予
選
：
優
勝  

・
第
五
回
全
国
小
学
生
学
年
別
柔
道
大
会
：
五
位 

平
成
二
十
二
年
度 

・
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
柔
道
体
重
別
選
手
権
三
重
予
選
：
優
勝 

 

三
重
県
最
年
少(

十
二
歳)

優
勝
記
録
樹
立
後
、
十
五
歳
以
上
の
年
齢
制
限
追
加
。  

・
三
重
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
：
優
勝 

・
全
国
中
学
校
体
育
大
会
出
場 

平
成
二
十
三
年
度 

・
三
重
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
：
優
勝 

・
全
国
中
学
校
体
育
大
会
出
場 

 

（
手
首
脱
臼
治
療
中
に
強
行
出
場
） 
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『
椋
本
獅
子
舞
』 

元
旦
か
ら
三
日
及
び
九
日
に
、
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

の
椋
本
獅
子
舞
が
椋
本
の
各
地
区
で
披
露
さ
れ
ま
し
た
。 

三
年
毎
の
正
月
三
が
日
が
地
区
舞
・
祈
祷
舞
、
成
人
の
日

が
舞
い
込
み
と
し
、
五
穀
豊
穣
や
町
の
安
全
を
願
い
、
舞
わ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。 

ま
た
、
そ
の
獅
子
頭
は
、
椋
本
の
地
名
の
由
来
と
な
っ
た

椋
の
樹
が
、
明
治
三
年
九
月
十
八
日
の
台
風
に
よ
る
被
害
で

折
損
し
た
枝
を
用
い
て
、
神
職
駒
田 

巽
氏
が
彫
成
し
た
も

の
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

『
人
権
を
考
え
る
芸
濃
地
区
の
集
い
』 

 

十
二
月
三
日
（
土
）
、
芸
濃
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
大
研
修
室
に
て
、
津

市
人
権
・
同
和
教
育
研
究
協
議
会
芸
濃
支
部
主
催
の
「
人
権
を
考
え
る
芸

濃
地
区
の
集
い
」
が
開
催
さ
れ
、
地
域
住
民
等
約
百
三
十
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
第
一
部
は
人
権
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
入
賞
者
授
賞
式
で
、
優
秀
作
品

の
紹
介
と
表
彰
が
行
わ
れ
、
第
二
部
は
「
新
ち
ゃ
ん
の
お
笑
い
人
権
高

座
」
と
題
し
、
落
語
家
の
露
の
新
治
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
楽
し
く
人
権

に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 
 

 

十
二
月
十
八
日
（
日
）
か
ら
二
十
五
日
（
日
）
ま
で
、
芸
濃
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
十
八
日
か
ら
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
点

灯
、
十
九
日
か
ら
電
飾
カ
ー
に
よ
る
パ
レ
ー
ド
、
ま
た
、
二
十
四
日

に
前
夜
祭
、
二
十
五
日
に
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 
こ
の
催
し
は
、
一
九
九
九
年
に
始
ま
り
、
今
回
が
十
三
回
目
。
今

年
は
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
祈
念
し
、
家
族
の
絆
や
エ
コ
を

テ
ー
マ
に
実
行
委
員
会
の
皆
さ
ん
が
手
作
り
で
準
備
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
四
年
ぶ
り
に
復
活
し
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ツ
リ
ー
も
そ
の
一

つ
。
東
北
の
被
災
地
の
方
々
の
手
で
作
成
し
て
い
た
だ
い
た
ツ
リ
ー

の
一
部
に
は
、
そ
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
一
つ
一
つ
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

書
か
れ
て
お
り
、
遠
く
離
れ
た
東
北
と
芸
濃
の
交
流
も
生
ま
れ
ま
し

た
。 

 

今
後
も
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
想
い
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
様
々
な

想
い
を
乗
せ
た
イ
ベ
ン
ト
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

   

 
  

『
津
市
消
防
団
芸
濃
方
面
団
冬
期
訓
練
』 

十
二
月
四
日
（
日
）
、
芸
濃
庁
舎
駐
車
場
に
お
い
て
、
津

市
消
防
団
芸
濃
方
面
団
に
よ
る
消
防
団
冬
期
訓
練
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

時
折
し
ぐ
れ
る
寒
い
日
で
し
た
が
、
松
谷
守
方
面
団
長
以

下
多
数
の
消
防
団
員
が
、
放
水
及
び
ホ
ー
ス
取
扱
い
等
の
基

礎
訓
練
を
終
始
熱
心
に
行
い
、
空
気
が
乾
燥
し
火
災
が
多
発

す
る
時
期
に
備
え
ま
し
た
。 

『ＧｅｉｎｏＸ’ｍａｓ２０１１』 
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『
第
三
回
三
園
合
同
輝
き
交
流

会
』 

 
一
月
十
一
日
（
水
）
、
芸
濃
総
合
文

化
セ
ン
タ
ー
市
民
ホ
ー
ル
に
て
、
椋
本

幼
稚
園
、
明
幼
稚
園
、
安
西
・
雲
林
院

幼
稚
園
に
よ
る
三
園
合
同
輝
き
交
流
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
は
、
本
市
の
「
輝
き
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
業
」
の
一
つ
で
、
芸
濃
地
域
の

三
つ
の
幼
稚
園
児
の
交
流
を
目
的
に
開

催
さ
れ
、
第
一
回
目
は
六
月
、
第
二
回

目
は
九
月
、
今
回
第
三
回
目
が
最
後
の

取
り
組
み
と
な
り
ま
し
た
。
最
初
に
全

園
児
が
一
緒
に
踊
る
「
き
ら
り
ん
体

操
」
で
始
ま
り
、
地
元
コ
ー
ラ
ス
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
コ
ー
ラ
ス
や
マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー
の
観
覧
、
年
齢
別
園
児
及
び
各

園
保
護
者
に
よ
る
合
唱
も
披
露
さ
れ
、

賑
や
か
に
交
流
が
図
ら
れ
ま
し
た
。 

『
本
と
遊
ぼ
う 

全
国
訪
問
お
は

な
し
隊
ｉ
ｎ
安
西
・
雲
林
院
幼
稚

園
』 

 

一
月
十
六
日
（
月
）
、
安
西
・
雲
林
院
幼
稚

園
に
全
国
を
訪
問
中
の
「
お
は
な
し
隊
」
の
絵

本
を
載
せ
た
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
が
や
っ
て
来
ま

し
た
。
園
児
た
ち
は
、
絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み

聞
か
せ
に
大
喜
び
。
そ
の
後
は
、
キ
ャ
ラ
バ
ン

カ
ー
に
積
載
さ

れ
た
絵
本
を
見

て
、
絵
本
と
触

れ
合
う
時
間
を

過

ご

し

ま

し

た
。 

『
龍
王
桜
マ
ラ
ソ
ン
＆
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会 

参
加
者
募
集
』 

 

と 

き 
 

四
月
十
五
日
（
日
） 

 

と
こ
ろ 

 

錫
杖
湖
周
辺 

 

対 

象 
 

マ
ラ
ソ
ン
は
小
学
三
年
生
以
上
、 

 
 
 
 
 
 

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は
小
学
生
以
上
の
健
康
な
人 

 

定 

員 
 

先
着 

千
人 

 

参
加
費 

 

マ
ラ
ソ
ン
・
・
・
１
０
㎞ 

二
千
円 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３
㎞ 

千
五
百
円 

 
 
 
 
 
 

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
・
・
・
１
０
㎞
・
約
５
㎞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

い
ず
れ
も
五
百
円 

 

申
し
込
み 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
、
各
総
合
支
所
に
あ
る
所
定 

 
 
 
 
 
 

の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
参
加
費 

 
 
 
 
 
 

を
添
え
て
芸
濃
総
合
支
所
地
域
振
興
課
ま
た
は 

 
 
 
 
 
 

最
寄
り
の
郵
便
局
へ 

 

申
込
期
間 

二
月
一
日
（
水
）
～
三
月
九
日
（
金
） 

 
 
 
 
 
 

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
） 

『
所
得
税
の
確
定
申
告
と
市
民
税
・
県
民
税
の
申

告 

』 
 

芸
濃
庁
舎
で
は
次
の
日
程
で
申
告
会
場
を
開
設
し
ま
す
の
で
、

平
成
二
十
三
年
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
所
得
で
、
確
定
申
告
や

市
・
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
方
は
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

と 

き 

二
月
十
三
日
（
月
）
・
十
四
日
（
火
） 

 
 
 
 
 

午
前
九
時
～
十
二
時
、
午
後
一
時
～
四
時 

と
こ
ろ 

芸
濃
総
合
支
所 

二
階 

大
会
議
室 

※
二
日
間
の
み
で
す
の
で
、
日
時
等
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

申
告
が
必
要
な
方
、
他
の
会
場
の
場
所
と
日
程
等
に
つ
き
ま
し

て
は
、
広
報
津
（
平
成
二
十
四
年
一
月
十
六
日
号
）
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
右
記
会
場
で
申
告
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。 

『
芸
濃
地
区
民
生
委
員
活
動
紹
介 

 

そ
の
三
』 

今
回
は
児
童
福
祉
部
会
の
活
動
を
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。 

当
部
会
で
は
、
平
成
二
十
二
年
度
に
子
ど
も
の

通
学
路
の
安
全
を
守
る
た
め
、
学
校
と
打
合
せ
の

う
え
『
き
け
ん
』
の
看
板
を
五
地
区
の
危
険
箇
所

に
五
十
本
立
て
、
平
成
二
十
三
年
度
に
は
、
そ
の

設
置
済
み
看
板
の
点
検
、
更
に
『
あ
ぶ
な
い
』
の

看
板
を
三
十
本
追
加
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
が
行
う
「
ぷ
っ
ち
マ
マ
サ

ロ
ン
」
の
子
育
て
講
演
会
で
の

託
児
を
手
伝
い
、
未
就
園
児
と

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま

し
た
。 



4 

日 時 行事名 場 所 問合せ 

２/ ７（火）13：30～ ささゆりウォーク 芸濃保健センター 保健センター  266‐2520 

２/１０（金）10：00～ 赤ちゃんの離乳食教室 (要予約) 芸濃保健センター 保健センター  266‐2520 

２/１４（火） 9：30～ 乳幼児健康相談 芸濃保健センター 保健センター  266‐2520 

２/１７（金）10：30～ 
子育て支援センターぷちぷちお楽しみ会

（要予約） 
子育て支援ｾﾝﾀｰ 支援センター  265‐6288 

２/２１（火）13：30～ ささゆりウォーク 芸濃保健センター 保健センター  266‐2520 

２/２２（水）10：00～ 母子保健推進員による｢ぷっちママサロン｣ 芸濃福祉センター 保健センター  266‐2520 

２/２３（木）10：00～ 認知症予防教室 芸濃福祉センター 社協芸濃支部  265‐4531 

２/２５（金） 9：30～ 椋本小学校閉校記念行事 
芸濃総合文化ｾﾝ

ﾀｰ 
椋本小学校   265‐2002 

３/ ６（火）13：30～ ささゆりウォーク 芸濃保健センター 保健センター  266‐2520 

３/ ９（金） 9：00～ 芸濃中学校卒業式 芸濃中体育館 芸濃中学校   265‐2031 

３/ ９（金）10：00～ 赤ちゃんの離乳食教室 (要予約) 芸濃保健センター 保健センター  266‐2520 

３/１２（月）13：30～ 
健康元気ひろめ隊による｢ニュースポーツ

をしましょう｣ 
芸濃保健センター 保健センター  266‐2520 

３/１３（火） 9：30～ 乳幼児健康相談 芸濃保健センター 保健センター  266‐2520 

３/１４（水）10：30～ 
子育て支援センターぷちぷちお楽しみ会 

（要予約） 
子育て支援ｾﾝﾀｰ 支援センター  265‐6288 

３/１６（金） 各小学校卒業式 各小体育館 各小学校 

３/２２（木） 各幼稚園卒園式 各幼稚園 各幼稚園 

３/２３（金） 芸濃保育園卒園式 芸濃保育園 芸濃保育園   265‐2027 

３/２３（金）10：00～ 椋本小学校閉校式 椋本小体育館 椋本小学校   265‐2002 

３/２４（土） 9：00～ 安西小学校閉校式・閉校記念行事 安西小体育館 安西小学校   265‐2034 

３/２５（日） 9：00～ 雲林院小学校閉校式・閉校記念行事 雲林院小体育館 雲林院小学校  265‐2062 

３/２８（水）10：00～ 母子保健推進員による｢ぷっちママサロン｣ 芸濃福祉センター 保健センター  266‐2520 

回覧 
                

『編集後記』 
 ３月で椋本小学校、安西小学校、雲林院小学校の３校が閉校になり、 

４月から芸濃小学校として、スタートします。私の母校も無くなります。 

 少し寂しいですが、児童達の新たな出会いが素晴らしいものになって 

欲しいものです。 

『お知らせ』 
 夜間・休日における出生、死亡などの戸籍届は、総合支所庁舎北側「時間外受付」

で警備員が受付けております。  


